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第40回
労働リーダーシップ
コース報告 '09年1月7〜24日
　金属労協（ＩＭＦ-ＪＣ）が主催する労組リーダーの登
竜門である労働リーダーシップコースの記念すべき第
40回が2009年１月7～24日の日程で開校した。今回の
コースには、加盟産別・単組から、北は山形から南は福
岡まで総勢42名が受講した。今回の40回で、40年間の
修了生数は累計 1343 名となった。
　受講生は、合宿形式で、仲間作りをしながら、労働組合
リーダーとして必要な基礎的・専門的知識を「歴史的背景、
立つ場、世界の広がり、生きる基礎」という４つの柱に基
づく体系的な20講義を研鑽した。また、「労働組合と人間」

「労働組合と世界」「労働組合と職場」「労働組合と社会」「労
働組合と働き方」の5つのゼミナールに分かれて、ものづ

くり労組・職場での課題について徹底したディスカッショ
ンを行い、最後に、その課題解決案を個人でまとめると共
に、ゼミ別にその成果を発表し合った。
　その他、特別プログラムとして、グローバルな資質を
養うべく、早朝の 7 回にわたる英会話講座、特別講演
として経営者を招聘しての「経営と人間」、金属労協事
務局長による「金属労協の運動課題」、コミュニケーショ
ンを体験学習する「ファンタジー・グループ」、組合・
職場の課題を自由に話し合う討論会、京都の文化体験す
る茶室体験と、人生の意味を考える早朝の座禅、古都散
策では、「鞍馬山の自然に学ぶ」として牛若丸で有名な
鞍馬山を散策した。

  2009 Summer IMF JC   42

鞍馬山への散策。駅前の天狗の前で記念撮影

左：組合・職場の課題を
話し合う討論会
下：お茶室体験

上：ゼミの成果を発表したゼミまとめ報告。
下：フィンガー・ペインティングでコミュニケーション
を体験学習したファンタジーグループ。
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組
）、
副
班
長
は
佐
藤
忍
さ
ん
（
Ｊ
Ｆ

Ｅ
ス
チ
ー
ル
千
葉
労
組
）。
中
田
ゼ
ミ

の
班
長
は
、
中
川
義
明
さ
ん
（
本
田
技

研
労
組
）、
副
班
長
は
北
之
間
努
さ
ん

（
三
洋
電
機
労
組
）。
冨
田
ゼ
ミ
の
班
長

は
金
田
聡
さ
ん（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
電
工

労
組
）、
副
班
長
は
野
原
健
一さ
ん
（
Ｊ

Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
福
山
労
組
）。

　

班
長
、
副
班
長
10
名
で
実
行
委
員
会

を
構
成
す
る
が
、
実
行
委
員
会
の
互
選

で
、
級
長
に
は
、
住
田
孝
司
さ
ん
（
マツ

ダ
労
組
）
が
選
出
さ
れ
た
。
毎
日
昼
休

み
に
住
田
級
長
の
も
と
実
行
委
員
会
を

開
き
、
受
講
生
の
健
康
状
態
や
プ
ロ
グ
ラ

ム
上
の
課
題
を
検
討
、
事
務
連
絡
事
項

を
伝
達
な
ど
、
コ
ー
ス
全
体
の
運
営
の
任

に
当
たっ
た
。
毎
朝
、
健
康
の
た
め
、
全

員
で
朝
７
時
か
ら
ラ
ジ
オ
体
操
を
行
い
、

周
辺
を
散
歩
し
た
。
今
回
は
、
朝
方
に

雪
が
降
っ
た
り
止
ん
だ
り
し
て
朝
の
散
歩

は
あ
ま
り
で
き
な
かっ
た
が
、
周
辺
の
砂

防
ダ
ム
、
鷺
ノ
森
神
社
や
修
学
院
離
宮
の

正
門
な
ど
へ
散
歩
し
た
。

▼
特
別
講
演
や
討
論
会
な
ど

　
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
は
、
西
原
Ｊ

Ｃ
議
長
に
よ
る
開
校
講
演
「
こ
れ
か
ら
の

労
働
運
動
と
リ
ー
ダ
ー
像
」、
経
営
者
に

よ
る
特
別
講
演
「
経
営
と
人
間
」（
新

日
鐵
（
株
）の
平
山
喜
三
常
務
取
締
役
）、

▼
開
校
式

　

琴
の
演
奏
で
厳
か
に
始
ま
っ
た
開
校

式
で
は
、
冒
頭
、
平
田
哲
校
長
か
ら
の

式
辞
の
後
、
主
催
者
を
代
表
し
て
西
原

浩
一郎
金
属
労
協
議
長
が
挨
拶
、
40
年

間
に
わ
た
る
同
コ
ー
ス
の
意
義
に
つ
い

て
述
べ
る
と
共
に
、
竹
中
初
代
校
長
を

は
じ
め
、
平
田
校
長
ら
運
営
委
員
の
先

生
方
の
献
身
的
な
協
力
に
感
謝
し
た
。

　

こ
の
後
、
来
賓
と
し
て
厚
生
労
働
省

の
小
野
晃
政
策
統
括
官
が
祝
辞
を
述
べ

ら
れ
た
。
同
氏
は
、
40
年
に
わ
た
り
開

催
さ
れ
て
き
た
同
コ
ー
ス
に
対
し
、
関

係
者
に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
卒

業
生
の
多
く
が
労
働
界
で
活
躍
し
て
い

る
こ
と
を
高
く
評
価
し
、
現
在
の
労
働

市
場
の
課
題
につい
て
言
及
し
た
。

　

続
い
て
、
中
條
毅
運
営
委
員
長
、
山

口
芳
彦
Ｊ
Ｃ
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
、
香

川
孝
三
副
校
長
（
大
阪
女
学
院
大
副
学

長
）
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を
受
け
た
。

最
後
に
、
受
講
生
を
代
表
し
て
窪
田
孝

光
さ
ん
（
全
国
マ
ツ
ダ
労
連
事
務
局
次

長
）
が
元
気
よ
く
決
意
表
明
を
行
い
、

開
校
式
を
終
え
た
。

▼
受
講
生
主
体
の
実
行
委
員
会

　

１
月
７
日
初
日
、
晩
の
全
体
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
で
は
、
全
員
の
自
己
紹
介
を

行
っ
た
後
、
ゼ
ミ
毎
に
班
長
・
副
班
長

を
決
め
た
ほ
か
、
座
長
、
ラ
ジ
オ
体
操

担
当
、
討
論
会
実
行
委
員
な
ど
を
互
選

で
決
め
た
。

　

平
田
ゼ
ミ
の
班
長
は
尾
高
誠
司
さ

ん（
マ
ツ
ダ
労
組
）、
副
班
長
は
大
嶋
俊

央
さ
ん（
全
労
済
労
組
）。
香
川
ゼ
ミ
の

班
長
は
中
村
修
治
さ
ん
（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
Ａ
Ｖ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
労
組
）、
副

班
長
は
岩
田
欽
二
さ
ん
（
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス

チ
ー
ル
知
多
労
組
）。
石
田
ゼ
ミ
の

班
長
は
住
田
孝
司
さ
ん
（
マ
ツ
ダ
労

開会式で祝辞を述べる平田校長

朝の散歩〜砂防ダムの前で

特別講演「経営と人間」
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米
国
人
留
学
生
６
名
の
講
師
に
よ
る
朝
45

分
ず
つ
計
７
回
に
わ
た
る
英
会
話
、
茶
室

体
験
、
座
禅
な
ど
多
彩
な
特
別
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
体
験
し
た
。

　
コ
ー
ス
折
り
返
し
の
14
日
（
水
）
の
午

後
は
、
初
め
て
の
試
み
と
し
て
「
鞍
馬
山

た
。
今
回
の
修
了
生
を
含
め
て
、
第
40

回
ま
で
の
修
了
生
の
累
計
は
、
1
3
4
3

名
と
な
っ
た
。
こ
の
後
、
主
催
者
を
代
表

し
て
、
若
松
事
務
局
長
が
挨
拶
し
た
後
、

中
條
運
営
委
員
長
、香
川
副
校
長
、石
田・

中
田
・
冨
田
各
運
営
委
員
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

餞
の
言
葉
を
頂
戴
し
た
。
最
後
に
、
受
講

生
を
代
表
し
て
、
今
コ
ー
ス
の
級
長
を
務

め
た
住
田
マツ
ダ
労
組
執
行
委
員
が
、
答

辞
を
述
べ
、全
員
で
卒
業
の
歌
を
合
唱
し
、

の
自
然
に
学
ぶ
」
を
テ
ー
マ
に
鞍
馬
山
散

策
を
行
っ
た
。
関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
か

ら
「
修
学
院
駅
」
ま
で
20
分
ほ
ど
歩
い

て
下
り
、
叡
山
電
鉄
で
終
点
の
「
鞍
馬
」

ま
で
電
車
で
行
き
、
香
川
副
校
長
を
先

頭
に
山
上
に
あ
る
鞍
馬
寺
を
訪
問
し
た
。

前
日
の
雪
が
山
上
に
積
も
って
山
道
が
凍

結
し
て
い
た
た
め
、
途
中
ま
で
は
ケ
ー
ブ
ル

カ
ー
を
利
用
し
た
。
本
殿
金
堂
ま
で
雪

道
を
の
ぼ
り
、
社
務
所
に
て
「
鞍
馬
山
の

歴
史
と
自
然
」
に
つい
て
講
話
を
伺
っ
た
。

　　

そ
の
晩
に
は
、
住
田
級
長
の
総
合
司

会
の
も
と
交
流
会
を
開
い
た
。
じ
ゃ
ん

け
ん
ゲ
ー
ム
や
、
各
ゼ
ミ
対
抗
で
は
、

各
ゼ
ミ
で
考
え
た
思
い
思
い
の
ス
タ
ン

ス
や
出
し
物
に
腹
の
底
か
ら
笑
い
、
歓

談
し
た
。
最
後
に
香
川
副
校
長
を
先
頭

に
全
員
で
の
阿
波
踊
り
で
会
場
を
踊
り

回
り
、
後
半
戦
への
鋭
気
を
養った
。

▼
出
発
の
集
い
、
閉
校
式

　

最
終
日
の
24
日
朝
は
、
住
田
級
長
の
司

会
で
、「
出
発
の
集
い
」
を
行
い
、
一言
ず

つ
参
加
し
て
の
感
想
を
述
べ
あ
っ
た
。
そ

の
後
、
10
時
半
よ
り
閉
校
式
を
行
い
、
平

田
校
長
の
式
辞
の
後
、
平
田
校
長
か
ら
受

講
生
42
名
全
員
に
修
了
証
が
授
与
さ
れ

seminar
上
：
英
会
話
教
室

下
：
交
流
会
で
の
じ
ゃ
ん
け
ん

ゲ
ー
ム

右：閉校式で答辞を述べる住田級長
上：もみじの記念植樹をする第 40回
コース受講生

５
ゼ
ミ
体
制
に
拡
充
し
た
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

　

ゼ
ミ
は
本
コ
ー
ス
の
重
要
な
部
分
で
あ
り
、

も
の
づ
く
り
職
場
・
組
合
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
に
つ
い
て
講
師
の
指
導
の
も
と
、
ざ
っ

く
ば
ら
ん
な
解
決
へ
の
経
験
交
流
や
討
論
を
３

時
間
ず
つ
計
４
回
行
い
、
そ
の
成
果
を
最
後
に

個
人
ご
と
に
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
た
。
１
月
23

日
は
午
前
中
ゼ
ミ
毎
の
各
人
の
レ
ポ
ー
ト
発
表

の
あ
と
、
11
時
半
か
ら
全
体
の
ゼ
ミ
ま
と
め
を

行
い
、
ゼ
ミ
毎
に
発
表
し
た
後
、
各
々
ゼ
ミ
担

当
講
師
か
ら
の
講
評
を
受
け
た
。
今
回
か
ら
従

来
の
４
ゼ
ミ
体
制
に
冨
田
ゼ
ミ
「
労
働
組
合
と

働
き
方
」
が
新
た
に
加
わ
り
、
５
ゼ
ミ
体
制
に

拡
充
し
た
。

　

受
講
生
の
レ
ポ
ー
ト
・
テ
ー
マ
は
以
下
の
通

り
。

★
平
田
ゼ
ミ
「
労
働
組
合
と
人
間
」

テ
ー
マ
「
職
業
と
人
生
の
意
味
を
考
え
る
」

指
導
講
師
：
平
田
哲
・
労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

コ
ー
ス
校
長
（
ア
ジ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
代
表
）

「
労
働
組
合
と
し
て
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
考
え
る
」

（
全
本
田
労
連
・
斎
田
泰
之
）、「
地
域
社
会
へ

の
貢
献
を
通
じ
て
」（
マ
ツ
ダ
労
組
・
尾
高
誠

司
）、「
職
業
に
お
け
る
自
己
実
現
・
自
己
成
長

に
つ
い
て
」（
シ
ャ
ー
プ
労
組
三
重
支
部
・
大

津
未
来
生
）、「
職
業
に
お
け
る
自
己
実
現
・
自

己
成
長
に
つ
い
て
」（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
電
工
労

組
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
電
工
制
御
支
部
・
小
坂
真

也
）、「
職
業
と
人
間
関
係
を
考
え
る
」（
パ
ナ

ホ
ー
ム
労
組
・
田
中
三
也
）、「
労
働
組
合
と
し

て
の
ア
プ
ロ
‐
チ
を
考
え
る
」（
コ
マ
ツ
ユ
ニ

オ
ン
真
岡
支
部
・
高
橋
百
年
）、「
地
域
社
会
へ

の
貢
献
を
通
じ
て
」（
三
菱
重
工
労
組
神
戸
造
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閉
校
式
を
終
え
た
。
終
了
後
、
裏
門
手

前
に
、
第
40
回
修
了
生
が
寄
贈
し
た
も

み
じ
の
木
の
記
念
植
樹
を
行
った
。
ま
た
、

第
40
回
修
了
生
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

一環
と
し
て
関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハウ
ス
の
フ
ロ
ン

ト
に
プ
ル
ト
ッ
プ
の
回
収
缶
と
趣
旨
書
を

設
置
し
た
。

▼
次
回
第
41
回
コ
ー
ス
の
日
程

　

次
回
第
41
回
労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

コ
ー
ス
は
、２
０
１
０
年
１
月
７
日
（
木
）

～
１
月
23
日（
土
）の
日
程
で
京
都
・
関
西

セ
ミ
ナ
ー
ハウ
ス
で
開
催
す
る
。

閉
校
式
後
の
記
念
撮
影

船
所
支
部
・
秋
武
秀
俊
）、「
職
業
と
人
間
関
係

を
考
え
る
」（
全
労
済
労
組
中
日
本
総
支
部
大

阪
支
部
・
大
島
俊
央
）

★
香
川
ゼ
ミ
「
労
働
組
合
と
世
界
」

テ
ー
マ
「
21
世
紀
国
際
社
会
に
お
け
る
労
働
組

合
の
役
割
」

指
導
講
師
：
香
川
孝
三
・
労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
コ
ー
ス
副
校
長
（
大
阪
女
学
院
大
学
副
学
長
）

「
海
外
駐
在
者
の
課
題
と
労
働
組
合
の
役
割
」

（
本
田
技
研
労
組
埼
玉
支
部
・
長
田
力
）、「
労

使
に
求
め
ら
れ
る
社
会
的
責
任
」（
全
国
マ
ツ

ダ
労
連
・
窪
田
孝
光
）、「
電
機
産
業
の
国
際
政

策
と
今
後
の
労
働
組
合
の
取
り
組
み
」（
パ
ナ

ソ
ニ
ッ
ク
Ａ
Ｖ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
労
組
・
中
村

修
治
）、「
海
外
勤
務
者
の
労
働
条
件
と
労
働
組

合
の
役
割
」（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
Ａ
Ｖ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
ス
労
組
オ
ー
デ
ィ
オ
・
ビ
デ
オ
支
部
・
楫
智

之
）、「
海
外
給
与
制
度
と
そ
の
問
題
点
」（
日

本
電
気
労
組
府
中
支
部
・
野
津
光
司
）、「
日
本

企
業
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
へ
の
取
り
組
み
」（
パ

ナ
ソ
ニ
ッ
ク
電
工
労
組
近
畿
・
四
国
営
業
支
部
・

谷　

泰
弘
）、「
ア
メ
リ
カ
と
比
較
し
た
日
本
の

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
」（
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
知
多

労
組
・
岩
田
欽
二
）、「
海
外
駐
在
員
の
労
働
条

件
に
つ
い
て
の
現
状
と
課
題
」（
全
労
済
労
組

本
部
部
門
支
部
・
佐
治
豊
彦
）

★
石
田
ゼ
ミ
「
労
働
組
合
と
職
場
」

テ
ー
マ
「
労
働
組
合
機
能
の
再
発
見
と
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
の
展
望
」

指
導
講
師
：
石
田
光
男　

同
志
社
大
学
社
会
学

部
教
授

「
労
働
組
合
と
職
場
」（
マ
ツ
ダ
労
組
・
住
田
孝

司
）、「
労
働
組
合
機
能
の
再
発
見
と
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
の
展
望
」（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
Ａ
Ｖ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
ス
労
組
山
形
支
部
・
朝
倉
義
幸
）、「
職

場
に
お
け
る
『
組
合
活
動
意
義
』
の
再
考
」（
パ

ナ
ソ
ニ
ッ
ク
Ｒ
＆
Ｄ
ユ
ニ
オ
ン
生
産
技
術
研
究

所
支
部
・
三
原
健
陽
）、「
労
働
組
合
機
能
の
今

日
的
な
課
題
と
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」（
パ

ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ホ
ー
ム
ア
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
労
組
エ

ア
コ
ン
支
部
・
瀬
川
真
司
）、「
労
働
時
間
管
理

と
目
標
管
理
の
関
係
に
つ
い
て
」（
オ
ム
ロ
ン

労
組
・
淀
川
宏
樹
）、「
労
働
組
合
機
能
の
再
発

見
と
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
展
望
」（
パ
ナ
ホ
ー
ム

労
組
湖
東
支
部
・
瀧
口
武
彦
）、「
職
場
労
使
関

係
の
課
題
～
個
人
の
業
務
量
に
対
し
て
、
組
合

と
し
て
ど
う
関
与
で
き
る
か
？
」（
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス

チ
ー
ル
千
葉
労
組
・
佐
藤
忍
）、「
労
働
組
合
機

能
の
再
発
見
と
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
展
望
」（
神

戸
製
鋼
所
労
組
高
砂
支
部
・
清
水
昭
裕
）、「
労

働
組
合
と
職
場
」（
三
菱
重
工
労
組
名
古
屋
誘

導
推
進
シ
ス
テ
ム
製
作
所
支
部
・
水
谷
幸
一
）

★
中
田
ゼ
ミ
「
労
働
組
合
と
社
会
」

テ
ー
マ
「
仕
事
と
処
遇
～
納
得
性
の
あ
る
給
与

の
決
め
方
と
水
準
」

指
導
講
師
：
中
田
喜
文　

同
志
社
大
学
大
学
院

教
授

「
仕
事
と
処
遇
～
納
得
性
の
あ
る
給
与
の
決
め

方
と
水
準
」（
ト
ヨ
タ
車
体
労
組
・
千
田
路
征
）、

「
仕
事
と
処
遇
～
納
得
性
の
あ
る
給
与
の
決
め

方
と
水
準
」（
本
田
技
研
労
組
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
支
部
・
中
川
義
明
）、「
仕
事
と
処
遇
～
納

得
性
の
あ
る
給
与
の
決
め
方
と
水
準
」（
山
洋

電
機
労
組
Ｎ
Ｄ
Ｓ
Ｓ
支
部
・
北
之
間
努
）、「
仕

事
と
処
遇
～
納
得
性
の
あ
る
給
与
の
決
め
方
と

水
準
」（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
電
工
労
組
四
日
市
支

部
・
岩
間
正
樹
）、「
賃
金
制
度
改
革
へ
の
提
案
」

（
Ｃ
Ｓ
Ｋ
労
組
Ｃ
Ｓ
Ｋ
シ
ス
テ
ム
ズ
支
部
・
佐

藤
悟
）、「
仕
事
と
処
遇　

～
納
得
性
の
あ
る
給

与
の
決
め
方
と
水
準
」（
コ
マ
ツ
ユ
ニ
オ
ン
北

陸
支
部
・
宮
崎
浩
一
）、「
Ｉ
Ｍ
Ｆ
‐
Ｊ
Ｃ
に
お

け
る
自
社
の
賃
金
体
制
の
現
状
分
析
」（
住
友

金
属
小
倉
労
組
・
平
川
達
齋
）、「
仕
事
と
処
遇

～
納
得
性
の
あ
る
給
与
の
決
め
方
と
水
準
」（
昭

和
電
線
労
組
仙
台
地
区
・
遠
藤
晴
樹
）

★
冨
田
ゼ
ミ
「
労
働
組
合
と
働
き
方
」

テ
ー
マ
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」

指
導
講
師
：
冨
田
安
信　

同
志
社
大
学
社
会
学

部
教
授

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」（
全
本
田
労
連
・

伊
藤
一
茂
）、「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」

（
本
田
技
研
労
組
研
究
所
支
部
・
能
津
邦
洋
）、

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
に
向

け
て
」（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
Ａ
Ｖ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ス
労
組
仙
台
支
部
・
石
山
光
広
）、「
研
究
開
発

部
門
に
お
け
る
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

の
取
組
み
に
つ
い
て
」（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
Ｒ
＆

Ｄ
ユ
ニ
オ
ン
Ｒ
＆
Ｄ
支
部
・
松
井
巌
徹
）、「
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

電
工
労
組
新
潟
支
部
・
梅
野
孝
一
）、「
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
に
向
け
て
」（
パ

ナ
ソ
ニ
ッ
ク
電
工
労
組
・
金
田
聡
）、「
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」（
コ
マ
ツ
ユ
ニ
オ
ン
小

山
支
部
・
小
堀
雅
義
）、「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
」（
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
福
山
労
組
・

野
原
健
一
）、「『
労
働
組
合
と
働
き
方
』
～
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
～
」（
フ
ジ
ク
ラ
労
組
・

鈴
木
太
）
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記
念
す
べ
き
第
40
回
労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

コ
ー
ス
の
修
了
者
は
42
名
で
し
た
。
過
去
40
年
間

に
累
計
で
１
３
４
３
名
の
労
働
組
合
役
員
が
こ
の

コ
ー
ス
を
終
了
し
て
、
全
国
の
職
場
で
元
気
に
活

躍
し
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
の
コ
ー
ス
で
は
、
例
年
の
こ
と
で
す

が
、
組
合
役
員
が
職
場
を
離
れ
て
、
２
週
間
半

に
わ
た
る
京
都
・
関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハウ
ス
で
の
合
宿

制
の
共
同
研
修
に
入
って
、
当
初
は
戸
惑
う
人
が

い
た
こ
と
も
事
実
で
す
。
し
か
し
、
一
日
一
日

と
日
が
経
つ
に
つ
れ
て
、
仲
間
意
識
も
深
ま
り
、

修
了
し
て
帰
る
と
き
に
は
、
切
っ
て
も
切
れ
な
い

新
し
い
友
情
が
芽
生
え
、
皆
さ
ん
の
顔
が
み
ん
な

輝
い
て
見
え
ま
し
た
。
今
も
お
互
い
に
交
流
さ
れ
、

励
ま
し
合
って
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

講
義
の
内
容
は
あ
ま
り
記
憶
に
残
っ
て
い
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
各
担
当
の
先
生
か
ら

の
指
導
に
よ
る
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
の
討
議
は
、
お

互
い
の
職
場
や
組
合
の
課
題
に
つ
い
て
率
直
に

切
磋
琢
磨
で
き
て
有
益
だっ
た
と
思
い
ま
す
。

　

私
の
担
当
し
た
「
労
働
と
人
間
」
の
ゼ
ミ
で

は
、「
職
業
と
人
生
」
を
テ
ー
マ
に
み
ん
な
で

考
え
ま
し
た
。
ゼ
ミ
生
に
は
、「
た
だ
一
回
の

人
生
を
自
己
の
職
場
で
ど
の
よ
う
に
日
常
考
え

て
い
る
の
か
」
を
問
う
て
み
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
れ
は
か
な
り
難
し
い
問
い
で
あ
り
ま
し
た
。

私
自
身
、
校
長
と
し
て
、
ゼ
ミ
担
当
講
師
と
し

て
、
今
回
の
コ
ー
ス
の
講
座
全
体
を
通
じ
て
一

貫
し
て
強
調
し
て
い
た
の
は
、“
参
加
者
主
役
”

と
い
う
こ
と
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
ゼ
ミ

で
も
、
私
の
発
言
や
、
ま
し
て
ゼ
ミ
の
中
で
一

方
的
に
講
義
す
る
こ
と
は
極
力
避
け
て
、
受
講

生
の
意
見
や
声
を
大
切
に
し
て
、
聞
き
役
に

回
っ
て
い
ま
し
た
。
時
々
、
受
講
生
の
議
論
の

軌
道
修
正
を
し
た
く
ら
い
で
、
ゼ
ミ
参
加
者
の

満
足
度
は
高
かっ
た
と
思
い
ま
す
。

　

私
自
身
、
竹
中
前
校
長
亡
き
後
、
こ
の
３
年

間
、
校
長
と
し
て
勤
め
て
き
ま
し
た
が
、
全
く
そ

の
器
と
し
て
は
不
適
格
者
で
す
が
、
何
と
か
全
う

で
き
た
の
も
、
運
営
委
員
の
先
生
方
、
お
よ
び
受

講
生
の
格
別
の
ご
協
力
と
ご
支
援
の
賜
物
と
心
か

ら
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
受
講
生
各
人
が
、一生

に一度
し
か
な
い
、
職
業
と
人
生
を
、
労
働
組
合

と
い
う
立
場
か
ら
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
に
とって
、

安
心
し
て
生
き
生
き
と
働
け
る
職
場
づ
く
り
に

頑
張
って
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
いつ
の
日

か
、
元
気
な
姿
で
お
目
に
か
か
れ
る
日
を
楽
し
み

に
待
って
い
ま
す
。
培
っ
た
友
情
を
大
切
に
頑
張
っ

て
下
さ
い
。

ゼミナール担当講師のコメント１ 平
田
ゼ
ミ

受講生代表コメント

一流講師陣の講義と鞍馬の大自然とが
絶妙にミックス
　開校式は京都の地らしく琴（古都？）の演奏
で厳かにスタートし、平田校長からの式辞、主催者を代表して西原
金属労協議長の挨拶、厚生労働省政策統括官の小野晃氏の挨拶と続き、
このコースの卒業生の多くが労働界で活躍していること、そしてこの
体験が貴重なものになるであろうとのコメント等を聞き、ここでやっ
と正月気分が抜けてきた気がしました。この研修コースの凄いところ
は、一流の教授陣による講義とゼミ、身体全体をつかったコミュニケー
ション体験学習そして鞍馬山散策という大自然とのふれあいがみご
とにミックスされている点にあります。
　一流教授陣による講義では錆びた脳にメスが入り、ゼミでは、担
当講師の指導のもと各人が持ち寄った職場、組合の課題について論
議をおこない、そして解決にむけて整理をおこない、その成果を最
後に個人ごとにレポートにまとめて、ゼミごとに発表しあいました。
　わが平田ゼミでは、個性豊かな面 （々麺麺？）が揃い、楽しく論議
を深めることができ、ゼミ員全員に非常に感謝します。ゼミによっ
ては卓球の腕前も向上したと聞いています。短い期間でしたが、同
じ釜の飯を食い、大いに語らい、そして飲み貴重な時を送ることが
できました。平田先生をはじめ講師の方々、関係者そして各ゼミ生
一同に感謝すると同時に互いの健闘を祈念いたします。

平田ゼミ・班長／
マツダ労組広域組織担当室長

尾高 誠司 おだか・せいじ

私の人生の「宝」
　第40回、節目の労働リーダーシップコース
が終了し、早くも半年が経過しました。受講前
の不安と緊張が日々薄れ、刺激の多い充実した日々に変わった受講
期間を今もよく思い出しています。
　労働組合の歴史をはじめ、経済、哲学など多岐にわたる分野を学び、
また茶室体験や座禅など貴重な経験をし、さらに平田ゼミでは、「職
業と人生の意味を考える」とのテーマについて、ゼミのメンバーと
多くの議論をいたしました。
　特にゼミの中での議論は、様々な考え方を学び、吸収できた場と
なり、私の人生の「宝」になっております。
　平田校長がおっしゃられた「良く学び、良く遊び、良き友を得る」
を心に留めながら、今後の仕事、組合活動、さらに家庭において、今
回の労働リーダーシップコースで学んだ内容を生かしていきたいと
考えております。
　最後になりますが、この場をお借りいたしまして、IMF-JC労働リー
ダーシップコースに携わられた、多くの講師の皆様、関西セミナー
ハウスの職員の皆様、IMF-JCの事務局の皆様に感謝とお礼を申し上
げさせていただきます。

平田ゼミ・副班長／全労済労組中日本総支部
大阪支部副委員長

大嶋 俊央 おおしま・としひろ

労働リーダーシップコース校長／
アジアボランティアセンター代表

平田　哲 （ひらた・さとし）
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最
初
２
週
間
半
も
家
族
と
離
れ
る
こ
と
、

長
時
間
の
研
修
を
受
け
る
こ
と
に
不
安
感

を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
終
わ
っ
て
み
れ
ば
、

貴
重
な
経
験
を
し
た
こ
と
、
異
業
種
の
人
々

と
の
交
流
を
持
ち
、
こ
れ
か
ら
こ
の
関
係
を

保
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
、
受
講

生
は
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。
受
講
生
か
ら

い
た
だ
い
た
色
紙
に
は
そ
の
よ
う
に
書
い

て
い
ま
す
。
お
世
辞
が
入
っ
て
い
て
も
、
教

え
る
立
場
の
者
に
と
っ
て
は
嬉
し
い
こ
と

で
す
。

　

労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
は
来
年
41

回
目
を
迎
え
ま
す
が
、
研
修
の
効
果
は
な
か

な
か
目
に
見
え
に
く
い
も
の
で
す
。
す
ぐ
に

効
果
が
あ
ら
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で

す
。
こ
の
研
修
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
研
鑽

を
積
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
日
常
の

業
務
と
は
違
っ
た
視
点
で
、
自
分
の
仕
事
や

生
活
を
振
り
返
っ
て
み
る
き
っ
か
け
に
な
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。
そ
れ
を
組

合
活
動
の
実
践
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
そ
れ
が
研
修
の
成
果
と
言
え
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
組
合
活
動
か
ら
別
の
分
野
に

転
身
さ
れ
る
方
々
も
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う

が
、
そ
の
場
合
で
も
研
修
の
体
験
が
活
か
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
機
会
を
多
く
の
方
々
に
経
験

し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

　

次
回
は
女
性
の
方
々
、
こ
れ
ま
で
参
加
が

少
な
か
っ
た
中
小
企
業
の
組
合
役
員
の
方
々

に
も
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
是
非
新
し
い
風

を
吹
き
込
ん
で
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

ゼミナール担当講師のコメント2 香
川
ゼ
ミ

受講生代表コメント

「乾杯」と共に吹き飛んだ不安感
　私は今回の研修会に参加するにあたり、合宿制で
参加期間が長いこと、また、私自身の組合経験が浅
い事、そして何より事前配布された講義テキストの内容を拝見した時に大学
レベルの内容とあり、私にとっては非常に高度であった事から不安に駆られ
ながら出かけた事を思い出します。
　そんな不安は他の多くの参加者の方も感じていたのか、開校時には表情が
堅く緊張感が漂っていました。しかしそこは組合役員、そんな不安も夕食で
の「乾杯！」という発声と共に吹き飛び、今まで名前すら知らない者同士が
腹の底から笑える仲となっていました。研修では、朝の体操から講義の進行
等ゼミ毎のグループを主体に行動し、夜にはゼミについての議論や産業別の
仕事の壁を越えた話で討論など、夜通し仲間と激論を交わしていました。
　２週間半という長いようで短い研修期間ではありましたが、平田校長先生
のお言葉「よく学び・よく遊ぶ」の如く、ここでの経験は私の人生に大きな
刺激を与えていただき、大切な仲間と形では表現できない宝物をいただいた
と痛感しております。
　最後になりますが、私を送り出してくださった単組の方や労働リーダー
シップコースでご講義いただいた先生方及びスタッフの方々、そして親愛な
る第40期生の仲間の皆さん、善き思い出をありがとうございました。そして、
これから参加される方については何も心配することはありません、コース終
了後には、「参加してよかった」と実感すると思いますよ！

香川ゼミ・副班長／
ＪＦＥスチール知多労組執行委員

岩田 欽二 いわた・きんじ

寝食を共にした仲間との誓い
　今回、1月7日～24日にかけて開催された『第
40回労働リーダーシップコース』に参加をさせ
て頂きました。うっすらと雪に包まれた比叡山の裾野に広がる物事を深
く見つめ直すには絶好の施設、『関西セミナーハウス』で総勢40名の仲
間と共に不安と期待が入り交じる中で研修がスタートしました。カリキュ
ラムの内容は労働運動に直接関係する内容はもとより、経済、国際、統計、
哲学、宇宙、ボランティアなどなど、多くの専門知識の習得と過去に経
験した事がない気付きの場を与えて頂きました。
　また、ゼミナールでは香川先生の『21世紀国際社会における労働組合の
役割』をテーマに、企業を取り巻く環境や国際連携のあり方、労働格差の
実態などゼミのメンバーと夜遅くまで論議しました。振りかえってみれ
ば、時間に追われ講義から講義への頭の切り替えがなかなか出来ず、苦
しかったけど自分の人生の中で貴重な経験をさせて頂いたと感謝してお
ります。そして何よりも、同じ釜の飯を食い、生活を共にした仲間と深
夜まで熱く語った目指すべき社会や企業、労働組合の姿など、それぞれ
の組織の中で自分の役割をしっかりと果たして行こうと誓い合った事が
忘れられません。この先、多くの難題など壁にぶつかる事があると思い
ますが、この経験を励みに頑張っていきたいと考えています。最後にな
りますが、研修を支えて頂いたＪＣ事務局の方や講師の先生方、関西セ
ミナーハウスの職員の皆さんなど関係者の方々に感謝致します。

香川ゼミ・班長／パナソニックAVネットワー
クス労組副委員長

中村 修治 なかむら・しゅうじ

労働リーダーシップコース副校長／
大阪女学院大学副学長

香川 孝三 （かがわ・こうぞう）

第一回 香川ゼミ
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私
の
担
当
し
た
ゼ
ミ
で
は
「
職
場
に
お
け

る
労
働
組
合
の
役
割
」
に
つ
い
て
議
論
を
深

め
た
。
業
務
の
効
率
化
、
個
々
人
の
仕
事

レ
ベ
ル
の
引
き
上
げ
、
組
織
の
フ
ラ
ッ
ト
化

に
と
も
な
う
上
司
部
下
の
関
係
の
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
等
に
よ
っ
て
、
組
合
員

個
々
人
の
悩
み
は
増
大
し
て
い
る
。
こ
の
職

場
問
題
の
特
徴
は
、
表
面
的
に
は
個
人
的
な

悩
み
や
不
満
で
あ
る
が
、
よ
く
事
例
を
語
り

合
っ
て
み
る
と
労
働
時
間
や
目
標
面
接
制
度

へ
の
職
場
の
労
働
組
合
の
取
り
組
み
と
深
く

関
わ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
従
来
の
団
体

交
渉
や
労
使
協
議
な
ど
の
伝
統
と
は
違
っ

た
、
職
場
レ
ベ
ル
で
の
個
々
人
を
支
え
る
仕

組
み
作
り
や
ル
ー
ル
作
り
が
重
要
と
な
っ
て

い
る
。

　

９
人
の
参
加
者
は
各
自
の
職
場
の
実
態
を

相
互
に
語
り
合
い
、
細
部
に
わ
た
っ
て
も
お

ろ
そ
か
に
せ
ず
質
疑
応
答
を
繰
り
返
し
た
。

そ
の
結
果
、
組
合
支
部
に
よ
っ
て
そ
の
取
り

組
み
に
予
想
外
の
大
き
な
違
い
が
あ
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
先
進
的
支
部
で
は
個
々
人
の

翌
月
の
労
働
時
間
に
つ
い
て
も
組
合
が
経
営

責
任
者
と
協
議
を
し
、
そ
れ
を
フ
ォ
ロ
ー
し

て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
経
営
は
労

働
時
間
と
業
務
負
荷
に
つ
い
て
計
画
性
を

も
っ
て
対
処
し
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
り
、

結
局
、
仕
事
の
進
め
方
、
人
の
配
置
、
教
育

訓
練
に
つ
い
て
職
場
の
話
し
合
い
が
真
剣
に

な
さ
れ
る
よ
う
に
なっ
た
と
い
う
。

　

こ
の
コ
ー
ス
で
私
が
学
ん
だ
こ
と
は
、
労

働
組
合
の
創
意
工
夫
に
よ
っ
て
、
従
来
活
動

領
域
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
個
々

人
の
労
働
時
間
や
業
務
分
配
な
ど
に
つ
い

て
、
堅
実
な
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
を
共
有
し
個
別
事
情
に
あ

わ
せ
て
拡
大
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ
う

し
た
議
論
が
で
き
た
こ
と
に
９
人
の
参
加
者

に
感
謝
し
た
い
。

ゼミナール担当講師のコメント3 石
田
ゼ
ミ

受講生代表コメント

参加するならより主体的に！
　2009年 1 月に開催された「IMF-JC 労働
リーダーシップコース」は第40回という記念
すべき開催回数ということもあり、参加者は総勢42名、ゼミも5つ
と例年を上回る規模での開催となりました。級長は、例年だと班長＆
副班長から構成される実行委員会内で互選により決定されるようで
すが、今回は全参加者の前で行なわれた副班長対抗「じゃんけん大会」
という画期的 (？ )な方法での選出となり、想定外の級長就任に多少
戸惑いを感じましたが、「参加するならより主体的に」との想いもあり、
楽しく担当させてもらいました。
　本コースに参加するメンバーは、それぞれが所属する単組・労連で
すでに活躍していることもあり、各ゼミでは活発に討議に参加する

とともに、ゼミを越えて積極的に懇親を深めてい
きました。当初はあれだけ長く感じていた３週間
にわたる期間はあっという間に過ぎ、貴重な体験
として今後の組合活動の糧となるでしょうし、今
回築いた人の繋がりも、今後の組合活動に生かし
ていける大切な財産となることでしょう。
　ちなみに、第40回生一同の記念植樹は元気で
した（5/16撮影）。いつの日か、この記念植樹を
囲み、みんなで再会したいですね。

石田ゼミ・班長／級長
マツダ労働組合広報･教育部長

住田 孝司 すみだ・こうじ

「人と人とのつながり」で大きな財産
　第40回のリーダーシップコースが閉校し、はや
半年が立ちました。今思うと、本当に貴重な経験
をさせてもらったなと実感しております。
　２週間半という長期間の研修はもちろん初めてで、講義を中心としたカ
リキュラムに特別講演・討論会・ゼミナールと、非常に中身の濃い内容でした。
　講義では、質疑応答で自分が疑問に思ったことは積極的に質問し、また、
一緒に参加されている皆さんがどんな疑問をもったのかが聞け、非常に有
意義でした。終わってからも、講義内容について意見交換を行い、参加者そ
れぞれ捉え方が違い、いろいろな角度から考えることが重要だと再認識し
ました。
　ゼミナールでは、メンバーとの意見交換を活発に行い、各組織で取り組
みは違えど抱えている課題はほぼ一緒だということがわかり、議論を深め
る中で、課題の本質と目指すべき方向性のヒントをつかむことができたこ
とは、自分にとって大きな収穫となりました。
　この研修を通して、組合役員としての資質向上は勿論のこと、組合活動
の原点である「人と人との繋がり」が最も大事であり、この研修で知り合え
た仲間との交流は自分にとって大きな財産になったと思います。第40期
生の皆さんありがとうございました。そして、今後とも宜しくお願いします。
　最後に、ご指導いただいた講師陣、ＪＣスタッフ、関西セミナーハウス
職員のみなさまに感謝申し上げます。本当にありがとうございました。

石田ゼミ・副班長／
ＪＦＥスチール千葉労組執行委員

佐藤　忍 さとう・しのぶ

労働リーダーシップコース運営委員
／同志社志社大学社会学部教授

石田 光男 （いしだ・みつお）

石田ゼミ記念撮影

第40回生 記念植樹の木
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私
た
ち
の
ゼ
ミ
は
、「
仕
事
と
処
遇
～
納
得

性
の
あ
る
給
与
の
決
め
方
と
水
準
」
を
テ
ー
マ

に
、
ゼ
ミ
討
議
を
５
回
行
い
、
他
の
４
ゼ
ミ
と

合
同
で
行
っ
た
全
体
ゼ
ミ
報
告
会
を
含
め
る

と
、
延
べ
15
時
間
を
超
え
る
中
身
の
濃
い
ゼ
ミ

活
動
で
あ
っ
た
。
し
か
し
実
態
は
、
こ
れ
ら
の

「
表
」
の
ゼ
ミ
活
動
以
外
に
ほ
ぼ
同
程
度
の
時

間
を
、
毎
回
の
ゼ
ミ
活
動
の
た
め
の
準
備
に

中
田
ゼ
ミ
参
加
者
は
費
や
し
た
の
で
、
合
計

す
る
と
30
時
間
余
り
の
時
間
を
、
８
名
の
ゼ
ミ

生
が
１
つ
の
目
的
に
向
け
て
、
学
び
の
時
間

を
共
有
し
た
こ
と
に
な
る
。
改
め
て
、
本
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
に
お
け
る
ゼ
ミ
活
動
の

重
要
性
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
る
数
字
で
あ
る
。

　

さ
て
、
今
年
の
ゼ
ミ
活
動
も
、
こ
れ
ま
で

の
中
田
ゼ
ミ
の
伝
統
を
踏
襲
し
、
以
下
の
３

点
に
設
定
し
た
。	

（
１
）
給
与
の
多
様
な
意
味
を
理
解
す
る
こ
と

を
通
し
て
、
組
合
活
動
に
対
す
る
多
様
な
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
存
在
を
理
解
す
る
。（
組

合
活
動
の
社
会
性
の
理
解
）

（
２
）
日
本
の
給
与
の
決
ま
り
方
と
水
準
の
実

態
を
知
る
こ
と
で
、
そ
の
背
景
に
あ
る
（
普
遍

性
の
あ
る
）
ロ
ジッ
ク
を
理
解
す
る
。

（
３
）
そ
の
よ
う
な
実
態
と
ロ
ジ
ッ
ク
の
納
得

性
を
評
価
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
今
後
の
組

合
の
賃
金
政
策
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
考

え
を
ま
と
め
る
。 

　

こ
れ
ら
の
３
つ
の
目
的
に
向
け
、
５
回
の

ゼ
ミ
で
は
、
（
A
）
各
自
が
所
属
す
る
組
織

の
賃
金
制
度
と
水
準
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

（
B
）
他
の
参
加
組
織
の
賃
金
制
度
と
水
準
を

調
査
し
、
自
組
織
と
の
差
異
と
そ
の
理
由
を
検

討
す
る
。
（
C
）
個
別
ゼ
ミ
メ
ン
バ
ー
の
報
告

を
全
員
で
総
括
し
、
J
C
参
加
の
大
手
企
業

に
お
け
る
賃
金
の
決
ま
り
方
と
そ
の
ロ
ジ
ッ

ク
、
お
よ
び
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

に
と
っ
て
の
そ
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
ィ
メ
リ
ッ

ト
を
明
ら
か
に
す
る
。
（
D
）
最
後
に
そ
の
ま

と
め
に
基
づ
き
、
自
組
織
の
賃
金
制
度
と
水

準
、
お
よ
び
背
景
に
あ
る
ロ
ジ
ッ
ク
を
評
価

し
、
自
組
織
に
と
っ
て
望
ま
し
い
賃
金
制
度

と
水
準
、
お
よ
び
そ
の
ロ
ジ
ッ
ク
を
提
言
案

に
ま
と
め
る
、
以
上
の
活
動
を
行
っ
た
。

　

各
自
、
毎
日
様
々
な
授
業
に
出
席
し
、
さ
ら

に
は
早
朝
と
夜
に
も
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

こ
な
し
な
が
ら
の
「
過
酷
」
な
ゼ
ミ
活
動
に
も

関
わ
ら
ず
、
ゼ
ミ
生
間
で
助
け
合
い
、
初
期

の
目
的
を
全
員
が
見
事
に
達
成
し
て
ゼ
ミ
活

動
を
終
了
し
た
。

ゼミナール担当講師のコメント4 中
田
ゼ
ミ

受講生代表コメント

企業や産別を超えた仲間との出会い
　はじめに本コースへの参加が決まった時、長
期間のセミナーであることの不安で一杯でした
が、終わってみれば組合役員としてより、社会人として重要で必要
な知識、考え方をたくさん得ることができ、そして何より、企業や
産別を超えた全国の仲間ができたことが自分にとって貴重な財産と
なりました。
　セミナーの内容については、自分の立つ歴史的背景～自分の立っ
ている場～自分の住む世界への広がり～自分の生きる基礎と、コー
スの概念チャートにあるように、まさに全人格的教育であったと感
じました。
　そして何よりゼミでのテーマ議論については、中田先生のもと、「仕
事と処遇」ということで賃金について、各自組織の賃金制度の課題、
どのようにすれば納得性のある制度になるのかを、全体で討議しまと
めました。議論を通して、よそを知ることで自組織の良し悪しが見え、
取り組むべき課題が見えてきました。集団生活を通して、貴重な仲間、
知識を得ることができました。
　最後に、お世話になった先生、関西セミナーハウスのみなさん、JC
と、このような大変な時期に快く送り出してくれた支部に感謝致しま
す。ありがとうございました。

中田ゼミ・班長／本田技研労働組合エンジニ
アリング支部書記次長

中川 義明 なかがわ・よしあき

人と人とのつながりを広げることが
できたことが最大の成果
　今回、節目となる第40回の労働リーダーシッ
プコースに丁度春季生活闘争の準備が始まる１月
に３週間余りも支部を留守にすることに大きな不安を覚えつつ普段の仕
事を忘れるつもりで思い切って参加をさせていただきました。
　講義は毎日続きますが、普段触れることの無い新鮮な内容が多く、また、
講師の方々の個性豊かで面白く興味深い内容に引き込まれていきました。
　専攻した中田ゼミの「労働組合と社会」は、労働組合活動における重
要なテーマでもある人事処遇制度について議論を交わし、普段知ること
ない他社の実際の状況を聞くことができ、大変有意義な意見交換ができ
たのではないかと思います。また、講義以外の座禅や茶道の体験も興味
深かったと思います。
　講義後には、夜遅くまで議論や交流ができ、労働組合活動の原点でも
ある人と人のつながりを広げることができ、このことがこの研修の最大
の目的と成果の一つではないかと思います。受講されていない方々に是
非受講をお薦めしたいと思います。
　最後になりますが、今回機会を与えてくださった労働リーダーシップ
コースに関係された IMF‐JC、関西セミナーハウスそして講師の方々、
送り出していただいた出身組織、研修でめぐり合えた受講生の皆さんに
御礼を申し上げます。いつまでも、この研修会が続く事を願っておりま
す。有難うございました。

中田ゼミ・副班長／
三洋電機労働組合ＮＤＳＳ支部書記長

北之間　努  きたのま・つとむ

労働リーダーシップコース運営委員／
同志社大学大学院総合政策科学研究科教授

中田 良文（なかた・よしふみ）

中田ゼミ記念撮影
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第
40
回
か
ら
新
た
に
ゼ
ミ
を
担
当
し
て
い

ま
す
。
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
を
決
め
る
に
当
っ
て
、

す
で
に
あ
る
５
つ
の
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
と
重
な

ら
な
い
よ
う
、「
労
働
組
合
と
働
き
方
‐
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」
と
い
う
テ
ー
マ

を
選
び
ま
し
た
。
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が

施
行
さ
れ
た
こ
ろ
か
ら
、
私
は
女
性
の
能
力

発
揮
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
し
て
き
た
の
で
、

私
に
と
っ
て
も
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
」
は
興
味
の
あ
る
テ
ー
マ
で
す
。

　
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」
と
い

う
テ
ー
マ
な
の
で
、
１
人
く
ら
い
は
女
性
が

私
の
ゼ
ミ
に
参
加
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か

ら
、
仕
事
と
育
児
の
両
立
を
テ
ー
マ
に
議
論

す
れ
ば
い
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
ゼ
ミ
参
加
者
の
名
簿
を
見
る
と
、
９

人
全
員
男
性
で
し
た
。
ゼ
ミ
が
始
ま
る
ま
で

は
、
男
性
９
人
が
こ
の
テ
ー
マ
で
ど
ん
な
議

論
を
す
る
の
か
予
想
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
１
回
目
か
ら
議
論
は
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　

残
業
時
間
の
抑
制
や
休
暇
取
得
の
促
進
な

ど
各
職
場
で
の
取
り
組
み
事
例
を
お
互
い
紹

介
す
る
と
と
も
に
、「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
」
を
「
ト
ー
タ
ル
な
働
き
方
を
改

革
し
、
ゆ
と
り
あ
る
生
活
を
実
現
す
る
」
と

定
義
し
、
問
題
意
識
を
全
員
で
共
有
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
長
時
間
労
働

の
是
正
に
向
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で
の

取
組
み
内
容
へ
と
議
論
を
具
体
化
し
て
い
き

ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
初
め
て
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

私
は
ほ
と
ん
ど
聞
き
役
で
し
た
。
今
年
度

は
、
ワ
ー
ク･

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い

て
の
研
究
者
の
研
究
成
果
を
ど
ん
ど
ん
紹
介

し
て
、
ゼ
ミ
生
の
み
な
さ
ん
が
議
論
を
整
理

し
、
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
手
助
け
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ゼミナール担当講師のコメント5 冨
田
ゼ
ミ

受講生代表コメント

最後まで一つの課題を追求する姿勢の
大切さ学ぶ
　リーダーシップコースが終了し、既に半年
が経ちました。
　今回の参加にあたり、組合専従者としてはじめて全国からの産
別の枠を超えた集まりのセミナーと言うことに対する期待と不安
の中、一緒に参加する方たちから何か自分に無いものを得て帰ろ
うという決意を決めて望みました。
　当労組の本部・支部役員の方々も大半がこのリーダーシップコー
スに参加したメンバーで、私の目から見ると皆素晴らしい人間性
の方たちで口をそろえて成長の糧となったのはやはり、このリー
ダーシップコースだと言っていました。
　１月の真冬の最中、京都の関西セミナーハウスで過ごした３週
間は労働組合とは？の疑問に対し、改めて詳しく深い部分まで考
えることが出来たと実感いたします。何よりも参加者同士のグルー
プディスカッションなど参加者同士の交流が盛んに行われ、組織
を超えた人間対人間の横の繋がりが出来ました。
　講義では限られた時間ではありましたが、ひとつの課題に対し
徹底的に真因を探ることを習い、とことん深堀りし、それでも導
き出した結果に納得できず、最後まで真因を導き出せなかったの
ですが、導き出すまでの過程や最後までひとつの課題を追求する
姿勢の大切さを学びました。　

冨田ゼミ・班長／
パナソニック電工労働組合中央執行委員

金田　聡  かねだ・さとし

「ワーク・ライフ・バランス」ゼミでの
経験  今後の活動に生かしたい
　2009年1月リーダーシップコースを受講し
て半年が経ちました。当時、組合の執行委員と
して仕事を始めて3か月という経験のもと、労働組合の右も左もわ
からない状態でコースに参加することになり、最初は不安な気持ち
で一杯でした。
　今回のコースでは冨田先生の指導のもと、「ワーク・ライフ・バラ
ンス」という近年注目されているテーマを選定し、ゼミに参加しま
した。
　現代社会において「ワーク・ライフ・バランス」の取り組みは重
要なものであり、進めていかなければならない課題であると認識す
るところです。しかし、すぐに解決できる問題ではなく、ゼミのな
かで検討すればするほど様々な問題が隠されており、企業によって、
できる部分とできない部分がはっきりしており、労使が十分に時間
をかけて議論していかなければ実現できない問題であることに気付
かされました。
　同時に、自分たちが組合員のために、より良い社会を実現させる
ためにやらなければならない課題であるという責任を再認識するこ
とができました。
　今後、このコースの経験を生かしながら、組合員の生活の安心・安
定の実現のため、これからの組合活動に従事していきたいと思います。

冨田ゼミ・副班長／
ＪＦＥスチール福山労組執行委員

野原 健一  のはら・けんいち

労働リーダーシップコース運営委員
／同志社大学社会学部教授

冨田 安信（とみた・やすのぶ）

第一回冨田ゼミ
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